
 

夫
を 

場 所：富岡公民館３階第一会議室 

日 時：令和２年１１月１０日（火） 

      １３時００分～１６時００分 

講 師：佐藤青樹先生 

見学者：佐藤公江、高田文子、磯崎ひろこ、 

出席者：大西旅人、高野平太、谷口勝、 

長谷川智、三浦みちえ、森山裕子、 

山岸順、山口しだれ、山口昇柳、 

福田次郎 

 

 

 

 

 
 

課
題
「
手
を
打
つ
」・
互
選 

 

  
 

「
１
点
」 

妥
協
す
る
心
の
窓
が
広
く
な
る 

 
 
 
 
 
 

平
太 

 

「
川
柳
っ
ぽ
く
」
、絵
が
見
え
る
工
夫
を
。
川
柳
は
、
一
読
明
快
。 

例
「
腹
立
つ
が
父
に
は
頭
下
げ
て
お
き
」 

 

拍
手
を
打
っ
て
都
合
の
良
い
願
い 
 
 
 
 
 

み
ち
え 

 

「
都
合
の
良
い
願
い
」
の
中
身
？ 

拍
手
と
打
っ
て
が
ダ
ブ

リ
。 

例
「
拍
手
に
天
か
ら
金
が
降
る
願
い
」 

デ
ジ
タ
ル
庁
思
わ
ず
拍
手
期
待
大 

 
 
 
 
 

し
だ
れ 

 
 

何
故
「
拍
手
期
待
大
」
な
の
か
は
、
作
者
だ
け
が
分
か
る
句
。 

 
 

 
 

例
「
デ
ジ
タ
ル
庁
財
布
の
底
も
見
る
つ
も
り
」 

 

手
違
い
で
受
け
た
注
文
値
を
下
げ
た 

 
 
 
 

智 
 

 

 
 

リ
ズ
ム
感
が
悪
い
。
「
受
け
た
」
と
「
注
文
」
は
、
ダ
ブ
リ
で
は
。 

 
 
 

例
「
手
違
い
の
受
注
投
げ
売
り
し
て
堪
え
る
」 

 

手
を
打
ち
足
ぶ
み
合
唱
聞
き
惚
れ
る 

 
 
 
 

昇
柳 

 

 
 

三
段
切
れ
の
よ
う
な
句
。
焦
点
を
絞
り
、
リ
ズ
ム
を
滑
ら
か
に
。 

 
 
 

例
「
手
拍
子
を
打
っ
て
合
唱
聞
き
惚
れ
る
」 

 

野
球
少
年
ベ
ス
ト
ナ
イ
ン
へ
の
策 

 
 
 
 
 

次
郎 

 
 

 
 

「
策
」
の
中
身
が
分
か
る
と
い
い
。
漢
字
の
一
字
止
め
避
け
る
。 

 
 

 

例
「
胡
麻
摺
り
が
ベ
ス
ト
ナ
イ
ン
に
な
っ
て
見
せ
」 

 

 

手
を
打
ち
リ
ズ
ム
歌
い
継
ぎ
楽
し
誇
示 

 
 
 

昇
柳 

 
 

 

句
の
意
味
は
分
か
る
が
、
リ
ズ
ム
感
が
悪
い
。 

例
「
手
拍
子
で
リ
ズ
ム
楽
し
く
歌
い
継
ぎ
」 

  

か
し
わ
手
で
コ
ロ
ナ
収
束
神
に
請
う 

 
 
 
 

し
だ
れ 

 

 
 
 

一
読
明
快
。「
か
し
わ
手
」
と
「
神
に
請
う
」
が
ダ
ブ
リ
で
は
。 

例
「
コ
ロ
ナ
な
ど
知
ら
ぬ
神
へ
と
祈
る
無
事
」 

 
 

 

外
出
時
ち
ょ
っ
と
め
か
し
て
斜
に
構
え 

 

 
 
 

「
川
柳
っ
ぽ
く
」
上
手
く
出
来
た
句
。 

 

三
百
回
手
を
打
つ
リ
ズ
ム
唄
う
誉
め 

 
 
 
 

昇
柳 

 

 
 
 

句
の
意
味
は
分
か
る
が
、
下
五
で
リ
ズ
ム
感
が
狂
っ
た
。 

  
 
 
 

「
２
点
」 

 

小
母
さ
ん
の
値
引
き
交
渉
負
け
ま
し
た 

 
 
 

勝 

 
 
 

川
柳
っ
ぽ
く
、
上
手
く
出
来
た
句
。
上
五
の
「
小
母
さ
ん
」
を 

 
 
 

大
阪
弁
で
「
お
ば
は
ん
」
と
し
て
も
面
白
い
か
も
。 

 

事
故
発
生
一
般
道
へ
ウ
イ
ン
カ
ー 

 
 
 
 
 

次
郎 

 

 
 

絵
が
見
え
、
上
手
く
出
来
た
句
。
も
少
し
ひ
ね
っ
て
み
て
は
。 

 
 

例
「
事
故
一
つ
高
速
道
を
下
ろ
さ
れ
る
」 

 

生
き
る
に
は
一
に
も
二
に
も
妥
協
だ
よ 

 
 
 

平
太 

 

 
 

教
訓
句
、
格
言
句
に
と
ら
れ
が
ち
な
句
。
も
少
し
、
川
柳
っ
ぽ
く
。 

 
 
 

例
「
生
き
上
手
い
や
い
や
な
が
ら
妥
協
す
る
」 

 

仲
間
の
句
す
ば
ら
し
い
で
き
拍
手
す
る 

 
 
 

し
だ
れ 

 
 

絵
が
見
え
、
上
手
く
出
来
た
句
。
も
少
し
川
柳
っ
ぽ
く
。 

 
 
 

例
「
ラ
イ
バ
ル
の
秀
句
へ
拍
手
し
て
妬
み
」 

 

み
と
せ
経
て
合
点
が
い
っ
た
事
も
あ
り 

 
 
 

旅
人 

 

 
 

自
分
だ
け
が
分
か
る
句
。「
み
と
せ
」
は
、
三
年
か
三
歳
で
は
。 

例
「
三
年
経
て
亭
主
の
癖
を
や
っ
と
知
り
」 

 
新
任
の
上
司
の
噂
か
き
あ
つ
め 

 
 
 
 
 
 

次
郎 

 
 

 
 

川
柳
っ
ぽ
く
、
上
手
く
出
来
た
句
。 

            

 ６１号 

 

浦安とみおか川柳会 

１１月例会結果  

  

           

月例会結果 

 

 

 

 



 

1 

 

夫
を 

 

 
 

課
題
「
手
を
打
つ
」
・
互
選 

 

続
き 

 

 
 

 
 

「
３
点
」 

 

神
前
に
拍
手
を
打
っ
て
共
白
髪 

 
 
 
 
 
 

裕
子 

 

 
 

川
柳
っ
ぽ
く
、
上
手
く
出
来
た
句
。
し
か
し
、
中
八
。 

 
 

 

例
「
神
前
に
拍
手
打
っ
て
共
白
髪
」 

 

対
策
を
打
っ
て
待
つ
時
来
ぬ
嵐 

 
 

 
 

 
 

勝 
 

 

 
 

 

絵
が
見
え
、
上
手
く
出
来
た
句
。 

内
定
の
形
ば
か
り
の
試
験
受
け 

 
 

 
 

 
 

み
ち
え 

 
 

絵
が
見
え
、
上
手
く
出
来
た
句
。
も
う
少
し
「
川
柳
っ
ぽ
く
」
。

 

 
 

例
「
裏
口
へ
形
ば
か
り
の
試
験
受
け
」 

 

四
島
が
駄
目
な
ら
せ
め
て
二
島
で
も 

 
 

 
 

勝 
 

 

 
 
 

一
読
明
快
、
上
手
く
出
来
た
句
。 

  
 

 
 

「
４
点
」 

 

寝
た
き
り
を
許
さ
ぬ
足
の
ス
ク
ワ
ッ
ト 

 
 

 

裕
子 

 

 
 

 

絵
が
見
え
、
上
手
く
出
来
た
句
。 

 
 

 

 

う
る
さ
方
の
口
に
地
酒
を
流
し
込
む 

 
 

 
 

順 
 

 

 
 

「
川
柳
っ
ぽ
く
」
出
来
た
句
。
も
少
し
、
リ
ズ
ム
感
を
良
く
。 

 
 

 

例
「
う
る
さ
方
地
酒
で
口
を
閉
じ
さ
せ
る
」 

 
 
 
 

 

 
 
 
 

「
５
点
」 

 

妥
協
し
て
決
め
た
亭
主
は
こ
の
始
末 

 
 

 
 

旅
人 

 

 
 

川
柳
っ
ぽ
く
出
来
た
句
。「
こ
の
始
末
」
は
読
む
人
に
任
せ
た
句
。 

 
 

 

例
「
妥
協
し
て
決
め
た
亭
主
の
女
癖
」 

 

打
つ
手
な
し
神
の
顔
し
て
医
者
が
言
い 

 
 

 

旅
人 

 

 
 

絵
が
見
え
、
面
白
く
出
来
た
句
。
も
少
し
、
川
柳
っ
ぽ
く
。 

 
 

 

例
「
打
つ
手
な
し
神
の
顔
し
て
藪
が
い
い
」 

 

脳
の
シ
ワ
伸
び
な
い
よ
う
に
句
を
ひ
ね
る 

 
 

裕
子 

 

 
 

 

川
柳
っ
ぽ
く
、
上
手
く
出
来
た
句
。 

 
 

 
 

 

「
６
点
」 

 

沈
黙
は
同
意
で
す
よ
と
押
し
切
ら
れ 

 
 
 
 

平
太 

 

 
 

 

も
う
少
し
、
分
か
り
易
い
句
に
。 

 
 

 

例
「
睨
ま
れ
て
黙
り
同
意
と
押
し
切
ら
れ
」 

「
７
点
」 

 

長
老
に
火
消
し
を
た
の
む
咳
払
い 

 
 

 
 

 

順 
 

 

 
 

意
味
深
の
句
で
、
絵
が
見
え
出
来
て
い
る
句
。 

 
 
 
 
 
 

「
８
点
」 

 

婚
活
へ
別
人
と
な
る
美
容
外
科 

 
 
 
 
 
 

順 
 

 

 
 

一
読
明
快
で
、
「川
柳
っ
ぽ
く
」
上
手
く
出
来
た
句
。 

 
 

 
 

例
「
婚
活
へ
美
人
に
化
け
る
美
容
外
科
」 

  
 

 
 

 
「
選
外
」 

 

飲
み
代
を
今
は
節
約
早
帰
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

上
手
く
出
来
た
句
。
「
今の
節
約
」
は
、
読
む
人
に
任
せ
た
句
。 

 
 

 

例
「
飲
み
会
を
逃
げ
て
女
房
に
褒
め
ら
れ
る
」 

 

息
子
に
は
オ
ヤ
ツ
与
え
て
回
る
寿
司 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
読
明
快
な
句
で
す
が
、
「回
る
寿
司
」
の
表
現
が
少
々
苦
し
い
。 

 
 

 

例
「
回
転
寿
司
子
供
は
ケ
ー
キ
先
に
取
り
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

【溜り場】江戸文化歴史検定３級問題 

 

｢江戸っ子｣という言葉の初出は、明和８年（１７７１）の川柳だとさ

れています。その川柳とは、次のうちどれでしょう？ 

い）江戸っ子の手に真直な喧嘩すじ  

ろ）江戸っ子の生まれ損ない金を貯め 

は）江戸っ子のわたもぬかずに初鰹  

に）江戸っ子のわらんじをはくらんがしさ   

                 注）正解は、次ページ 



 

1 

 

夫
を 

川柳の三要素 

うがち・おかしみ・軽み 

 

※江戸文化歴史検定３級問題 

正解）に 

注釈）・らんがしい（乱がしい）

→騒がしい 

 
 
 

自
由
吟
・
佐
藤
青
樹
選 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

「
秀
」 

 

老
朽
化
橋
と
ト
ン
ネ
ル
俺
の
脳 

 
 

 
 

 
 

平
太 

 

新
月
に
ス
ス
キ
を
ゆ
ら
す
家
畜
ド
ロ 

 
 

 
 

次
郎 

 

メ
ロ
ド
ラ
マ
を
ず
た
ず
た
に
す
る
コ
マ
ー
シ
ャ
ル 

 

順 

 

脱
ハ
ン
コ
日
本
ら
し
さ
が
一
つ
消
え 

 
 

 
 

勝 

 

香
水
の
範
囲
ソ
シ
ア
ル
ヂ
ィ
ス
タ
ン
ス 

 
 

 

旅
人 

気
心
が
少
し
分
か
っ
て
縮
む
距
離 

 
 

 
 

 

ひ
ろ
子 

  
 

 
 

「
客
」 

 

イ
カ
焼
き
の
匂
い
祭
が
遠
く
な
る 

 
 

 
 

 
公
江 

 

値
が
合
わ
ず
モ
デ
ル
の
よ
う
な
秋
刀
魚
焼
く 
 

順 

 

妻
と
見
た
花
火
を
ひ
と
り
遠
く
聞
く 

 
 

 
 

公
江 

 

い
い
お
ん
な
油
の
よ
う
な
フ
ラ
ン
ス
語 
 

 
 

旅
人 

 

キ
ャ
ラ
弁
に
妻
の
言
い
分
詰
め
て
あ
る 

 
 

 

勝 

  
 
 
 

 

「
人
」 

 

丸
ま
っ
た
マ
ス
ク
を
捨
て
る
今
日
の
無
事 

 
 

裕
子 

  
 
 
 

 

「
地
」 

 

う
る
さ
い
と
叫
ん
で
か
ら
の
喧
嘩
腰 

 
 

 
 

順 

  
 
 
 

 

「
天
」 

 

夫
婦
で
は
有
り
得
ぬ
ハ
グ
を
犬
と
す
る 

 
 
 

文
子 

 
 

 

鑑
賞
コ
ー
ナ
ー 

 

 

 
 

 

★ 

西
葛
西
川
柳
会
（
十
月
例
会
） 

 
 

 
 

課
題
「
ゆ
る
ゆ
る
」 

（
佐
藤
孔
亮
選
） 

（
人
） 

腸
内
に
雷
が
い
る
二
日
酔
い 

 
 
 
 
 

 
 

坂
元
健
一
郎 

 
 
 

 

 

（
地
） 

 

日
程
表
ま
で
も
ゆ
っ
た
り
デ
ィ
ス
タ
ン
ス 

 
 

坂
本
健
一
郎 

（
天
） 

ゆ
る
ゆ
る
と
ボ
ク
じ
ゃ
な
く
な
る
日
を
生
き
る 

大
野
あ
き
こ 

 

課
題
「
運
動
会
」 

 

（
佐
藤
孔
亮
選
） 

 

（
人
） 

運
動
会
リ
モ
ー
ト
で
見
る
味
け
な
さ 

 
 
 

金
本
昇
太 

 

（
地
） 

借
物
へ
美
人
を
探
す
お
父
さ
ん 

 
 
 
 
 

矢
嶋
も
と
之 

 

（
天
） 

騎
馬
戦
の
上
が
重
く
て
動
け
な
い 

 
 
 
 

金
本
昇
太 

 
 

 
 

  
 
 

課
題
「
光
る
」 

 
  

（
佐
藤
孔
亮
選
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
人
） 

大
ト
ロ
の
油
が
光
る
醤
油
皿 

 
 
 
 
 
 

桑
山
桑
の
実 

 
（
地
） 

原
石
と
見
抜
き
見
事
に
光
ら
せ
る 

 
 
 
 

矢
嶋
も
と
之 

 
（
天
） 

あ
な
た
だ
け
光
っ
て
見
え
る
交
差
点 

 
 
 

小
林
あ
ん
ず 

課
題
「
化
け
る
」 

（
佐
藤
孔
亮
選
） 

（
人
） 

 

よ
く
化
け
た
友
が
驚
く
披
露
宴 

 
 
 
 
 

金
本
昇
太 

 

 

（
地
） 

 

封
じ
手
を
札
束
に
し
た
オ
ー
ク
シ
ョ
ン 

 
 

興
水
公
美 

（
天
） 

 

一
振
り
で
三
ツ
星
に
な
る
シ
ェ
フ
の
腕 

 
 

興
水
公
美 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

選
者
（
佐
藤
孔
亮
）
の
句 

 
 
 
 
 
 

校
門
を
出
る
と
女
子
学
生
化
け
る 

 
 
 
 
 

 

化
け
る
だ
け
化
け
て
掴
ん
だ
正
社
員 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

写
真
と
は
似
つ
か
ぬ
顔
が
自
首
を
す
る 

 
 
 
 
 
 

 

 

【溜り場２】11 月 19 日、映画「10 万分の 1」 

の発表が東京大神宮で行われた。俳優の白濱亜嵐、平祐奈、優希美青、

白洲迅等は、当日が「いい一句の日」ということで、川柳を披露。 

平が「見るときは ティッシュ必ず 忘れずに」、 

優希が「ティッシュよりタオルがほしいこの映画」、 

白洲は、「タオルよりバスタオルかなこの映画」 

白濱は、「あれれれれお目目が蛇口まじぴえん」 

と感動の映画であることをアピールしていく。川柳の出来の良

し悪しは別にして、巷に川柳が広がってきてるのかな。 



 

千
葉
県
川
柳
大
会
（
誌
上
大
会
）
の
投
句
に
参
加
し
て
タ
イ
ト
ル
賞
（
１
１
賞
）
を
ゲ
ッ
ト
し
ま
し
ょ
う 

 
課
題
「
斜
め
」
・二
人
選 

 

山
岸
順
選 

 

 

 
 
 
 

「
秀
」 

 

自
転
車
の
斜
め
横
断
命
が
け 

 
 
 
 
 
 
 

智 

 

斜
に
構
え
年
金
収
支
整
え
る 

 
 
 
 
 
 
 

昇
柳 

 

世
の
中
を
は
す
に
見
て
書
く
十
七
字 

 
 
 
 

旅
人 

 

坂
道
に
歴
史
と
ロ
マ
ン
探
ね
ゆ
く 

 
 
 
 
 

し
だ
れ 

 
 

 
 

 

「
客
」 

話
題
作
秋
の
夜
長
の
斜
め
読
み 

 
 
 
 
 
 

裕
子 

川
柳
は
斜
に
構
え
る
と
味
が
で
る 

 
 
 
 
 

し
だ
れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

時
間
切
れ
涙
で
渡
す
白
襷 

 
 
 
 
 
 
 
 

み
ち
え 

 

文
春
は
世
相
斜
め
に
切
っ
て
見
せ 

 
 
 
 

 
 

平
太 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

コ
ロ
ナ
禍
の
ド
ミ
ノ
倒
し
に
泣
く
地
球 

 
 
 

裕
子 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 
 
 
 

「
人
」 

 

斜
に
構
え
カ
メ
ラ
目
線
の
野
暮
な
奴 

 
 
 
 

平
太 

 
 
 
 

「
地
」 

 

斜
め
か
ら
物
を
見
て
い
る
反
抗
期 
 
 
 
 
 

裕
子 

 
 
 
 

「
天
」 

 

手
を
繋
ぎ
帰
る
親
子
の
長
い
影 

 
 
 
 
 
 

み
ち
え 

 

  
 
 
 
 

※
「
気
に
な
る
句
」 

 
 

 

斜
交
い
の
添
木
に
な
っ
て
く
れ
る
妻 

 
 

み
ち
え 

  
 

（
自
句
） 

信
心
を
試
さ
れ
て
居
る
男
坂 

 
 
 
 
 
 
 

ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
斜
め
に
渡
る
急
ぎ
足 

 
 
 
 
 
 
 

印
鑑
の
承
諾
出
来
ぬ
斜
め
押
し 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

課
題
「
斜
め
」
・二
人
選 

 

山
口
昇
柳
選 

 

  
 

「
秀
」 

自
転
車
の
斜
め
横
断
命
が
け 

 
 
 
 
 
 
 

智 

信
心
を
試
さ
れ
て
居
る
男
坂 

 
 
 
 
 
 
 

順 

ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
斜
め
に
渡
る
急
ぎ
足 

 
 
 
 

順 

ベ
レ
ー
帽
斜
め
に
被
っ
た
亡
き
父
は 

苦
手
人
斜
め
に
接
す
余
裕
で
る 

 

 
 
 

 

「
客
」 

 

斜
め
か
ら
物
を
見
て
い
る
反
抗
期 

 
 
 
 
 

裕
子 

 

常
な
ら
ぬ
世
を
見
る
す
べ
は
や
ぶ
に
ら
み 

 
 

旅
人 

 

信
心
を
試
さ
れ
て
居
る
男
坂 

 
 
 
 
 
 
 

順 

文
春
は
世
相
斜
め
に
切
っ
て
見
せ 

 
 
 
 
 

平
太 

 

す
が
め
し
て
す
ね
て
生
き
た
が
喜
寿
と
な
り 

 

旅
人 

 
 
 

 

「
人
」 

 
コ
ロ
ナ
禍
の
ド
ミ
ノ
倒
し
に
泣
く
地
球 

 
 
 

裕
子 

 

 
 
 

 
「
地
」 

 

話
題
作
秋
の
夜
長
の
斜
め
読
み 

 
 
 
 
 
 

裕
子 

 
 
 

 

「
天
」 

 
 

 

手
を
繋
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【掲示板】 

 １．１月例会のお知らせ 

 ・日時 ：令和３年１月１２日（火） 

       13時 00分～16時 00分 

 ・場所 ：富岡公民館 3階第一会議室 

   

・課題「びっくり」：互選  ３句 

 ・課題「油断」  ：二人選  ３句 

 ・自由吟          ３句 

 

 

２．連絡事項     

 ①第３回新春浦安川柳大会の選者変更 

・課題「気長」黒崎与三坊さん → 谷口勝さん 

 ②「美浜１６サロン川柳会」参加者６名で、スタート 

・日時：１２月４日（金）午前 10～12時  

・場所：美浜１６自治会館 

 ③来年７月 11日（日）第５回浦安川柳大会 

場所：ハーモニーホールに確保。 

「今年はいろいろありましたが、なんとか年を越せそうです。 

来年お会いできるのを楽しみにしております。」 会長 山岸

順 


